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安息はどこに（創世記2：1-3）
　
すべての問題の一番、底のところを見ますと、実は不安というものがあります。その人がそれに気づいているかどうかは別として、実際はそういうことです。なぜ人々は、不安になるのでしょうか。どうすればその不安に打ち勝って、まことの平安を持つことができるのでしょうか。これが実は人々の大きなテーマのひとつではないでしょうか。しかし、それに対して皆、正しい答えが分かっていません。バラバラです。だから、クリスチャンの私たちは、神様のみことばを通して、なぜ人間は不安で、そして、その不安が中々、消えないのか。消そうとしても消えないのか。どこにまことの平安があるのか。その確かな答えを見つけなければいけません。もし答えが分からないまま、あるいは違うものが答えだと勘違いしてしまうと、一生、さまよい続けるしかありません。非常に大切です。ある意味、私たちの内側ではクリスチャンになる以前に、この平安、不安に対して、それぞれなんらかの理解を持っているかもしれません。でも、果たしてそれで正しいのでしょうか。それでいいのでしょうか。そういう思いをもって、その刻印を取り換えるつもりで、神のみことばに耳を傾けていただきたいと願います。
この間、世界で一番貧しい大統領と呼ばれる人が来日して大騒ぎになりました。記者会見などをしながら、自分なりのいろいろな思いを宣べることがありました。彼の第一声で、日本人に対して問いかけたのが、「日本人は幸せですか。日本の若者は、年寄りより幸せですか」と幸せを問いかけました。それに対して、日本人の側と大統領の側と全くかみ合わないのだなと感じました。彼は彼なりに波乱万丈の人生を送っていて、特に貧富の格差ということに対しての深い傷を持っていて、底を土台にして幸福論を展開するようになりました。日本人の場合は、特にテレビに出ている人は、そんなに貧しい人間でもないし、「あなたは幸せですか」と聞かれたときに、今、仕事もしているし、家族も健在だし、健康も守られているから私は幸せだと思う。大統領から「働き過ぎではないのか」「お金があれば幸せなのか」と聞かれても、日本人は働き過ぎるということが幸せだという概念を持っているので、幸福感がそれぞれ違うのでかみ合わないのです。中には感動的な名言もあるし、日本人もうなずく話もありましたし、その大統領も日本人の考え方に対してうなずく場合もありました。けれども、この間、何が本当の幸せなのかについて、聖書を通して私たちは教えられました。クリスチャンの私たちは、そういうことを見ながらしっかりとわきまえてみていなければなりません。何が幸せなのでしょうか。その大統領の場合は、そのような背景があったので、結局、社会主義的な皆が平等になること、それに幸せがあると思うわけです。でも、日本人の場合は、自分が安全で何もなければ幸せという考え方を持っています。どちらも一理はあります。しかし、私たちは、知っているのではないでしょうか。何が幸せなのか。その話の中には、創造の神様、人間が霊的な存在であるということは全く無視されて取り上げられた内容です。それぞれ言い分があるし、一理があるのですが、どちらも幸せではありません。
皆さんはこれから自分の内側でそのように修正して、そのような理解をもって幸せに対して絶対的な確信を持っていないといけません。お金がないから不幸でもないし、だからといってお金がないから、平等だから幸せというわけでもありません。どんな格差があれ、どんなに平等になったとしても、そこにキリストがいらっしゃらなければ、そこに神の国がなければ、それは幸せでもなんでもないわけです。そういう意味で、皆が自分なりの経験、いろいろな理論に基づいて、あるいは今までの伝統や歴史に基づいて、知らず知らず幸福感や何かのテーマに対して刻印されて、それで神の恵みによって救われて教会に来て礼拝をささげているのです。だから、幸いな存在で人を生かす勝利の祝福の主人公なのに、中々、その実が結ばれません。だから、みことばを通して、そのほぼ無意識の中に当たり前に刻印されているものがそうではないのだということに気づいて、心から素直に認めるようにならないといけません。それを信仰と言います。神様は偉いことをやることではなく、それを喜ばれるのです。みことばに反応することです。違う思いがあるのに、いつまでもそれをかたくなに握っていると、「神のみことばは、みことばはみことばなのですが…」といつもそんな感じです。10年、20年経っても変わりません。神様は、今も語りかけていらっしゃいます。何がまことの安らぎなのでしょうか。なぜ不安なのでしょうか。いろいろな答えがあるのではないでしょうか。本当にそれでいいのでしょうか。そのために私たちは、神のみことばを通して、そのまことの安らぎ、安息の出所がどこなのか。その起源がどこにあるのかということを正しく目を留めなければいけません。今日の聖書の箇所に、実は安息、まことの平安、安らぎという言葉が、歴史の中で一番初めに使われたところです。だから、そこをしっかりタッチしない限りは、そこに触れない限りは、まことの平安について語る資格はありません。正解が出るはずがありません。
いつどこでその安息、平安、安らぎという言葉、単語が始まって使われるようになったのでしょうか。それはご存知のように、神様が壮大なプロジェクトをもって、創造の働きをなさいました。1日、2日…6日まで、天地万物を創造されて、最後に人間を特別な目的をもって神のかたちとして創造されたわけです。その創造のみわざがすべて終わった時に、神様が休まれた。そして、第7日目を、安息の日、聖なる日と名付けるようになったのです。そこが安息と平安の起源です。そこにまことの安らぎというものが存在するわけです。つまり、まことの安らぎの起源は、創造の神様の創造の働きの結果、生まれたものです。それをベースにして生まれたものです。特に、神様は創造なさるたびに、1日目の創造が終わったときには、見るに良かった。2日目も見るに良かった。それで最後の6日の全体が終わって、特に人間の創造が終わった後は、良かったではなくて、見るに非常に良かったと感想を宣べられます。どういう意味なのでしょうか。神様が思い描いた通りに完璧にそのわざがなされたということです。その後に、主が休まれました。つまり、休まれた、安らぎ、安息の裏側には、もうこれ以上、やる必要がないほど完璧だったということがあるのです。神様の創造の働きが完璧だった。見るに非常に良かった。つまり、英語で申し上げると、パーフェクトです。それがベースにあって、その上にだからこそ休まれた。つまり、安息、平安というものが成り立つようになるのです。そこにのみあります。人間の安息、まことの安らぎ、その根拠はどこなのかというと、環境や人間ではなくて、創造主、完璧な完全である神様ご自身が根拠です。創造主の神様が、安息のベースです。つまり、完全なる神様を抜きにして安らぎや平安などをどんなに求めてもどこに探し求めても見当たらないものなのです。本来、安息、平安というものが、神様にあるものなのです。完全、完璧という言葉は、言葉はあるのですが神に当てはまる言葉であって、私たち人間には当てはまらない言葉です。皆さん、何がパーフェクトなのか分かるのでしょうか。皆勝手にパーフェクト、パーフェクトと言っているのですが、それは人間のレベルの中での話であって、本来のパーフェクト、完全というものは、神様にしか通用しない単語です。そのパーフェクトがない限りは、平安というものは成り立ちません。逆に言うと、不安というものは、そのパーフェクトが崩れてしまったときに生じるものが不安です。神様ご自身がベース、根拠であり、神がなさったことはすべてパーフェクトなのです。完全なる神様が、パーフェクトなこと、わざをなさるわけです。つまり、神様がなさったことが安息の根拠です。その上に立っている人間に神様から与えられるプレゼントが安息、安らぎ、平安なのです。私たちが必死に作り上げて、必死に探し求めて手に入れるものではなくて、完全であり完璧な仕事をなさるパーフェクトな神様から与えられる賜物なのです。それが平安であり安息なのです。

ですから、安息が人間のものになる安息の手段と言いますでしょうか。それはこのようなことをベースにすると、人間の方から何かをやることではなくて、その神様を信じる信仰によって得られるものなのです。安息は信仰なくしては成り立たないもの。そして、神様ご自身の完全なることと、神様がなさることがパーフェクトだと私たちの頭では全部理解できないけれど、それを本当に心から信頼するときに成り立つものが平安であり安息なのです。そして、そういうものなので、頑張って、頑張って手に入れるものではなく、プレゼントとして与えられるものを信仰によって味わうことが安息なのです。与えられることですから。その味わうを別の言葉で言うと、神様ご自身をパーフェクトな神様、パーフェクトな神のみわざ、その神様を主人として迎えることが安息です。自分は限界がある者ですが、その限界によって不安になりません。これが安息です。神様が創造のみわざを終えられて人間に一番初めに与えられたプレゼントが、この安息、まことの安らぎ、平安です。言葉を裏返しますと、人間に神様がおっしゃったのは、「わたしを信じなさい。信頼しなさい。私からの完璧なものを喜んで楽しんでエンジョイしながら味わいなさい」とおっしゃっているのです。こうしなさい、ああしなさいと負担を変えたり強いられたりすることではありません。一番初めに人間に安息を与えられました。これは人間だけに与えられている賜物であり、人間の特権です。動物にはありません。神様を信じることができないからです。しかし、このまことの安らぎ、平安をすべて失うことになりました。これを失ったことを不安と言います。だから、この失ったということが、不安の起源とも言えるものではないでしょうか。

なぜ失ったでしょうか。よく論理的に考えれば、すぐ答えが見つかると思います。神のものなのですが、私に安息というものが私のものになるために私に必要なのは、信頼して信じることだけです。でも、その平安がすべて壊れたというのは信じなくなったでしょう。つまり、不信仰によって、この安息、安らぎはすべて失うことになりました。その不信仰は何でしょうか。ローマ3：23に書いてあるように、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができなくなった。罪というものが不信仰です。神様がおっしゃることを信じなくなりました。不信仰が罪なのです。その罪によって人間が神から離れてしまうことになりました。安息の基であられる神様を失うことになった。だから、安らぎと安息はまるごと失うことになったのです。そして、その不信仰によってヨハネ8：44に書いてあるように、私たちは、目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔の支配下に置かれるようになりました。これが不安の理由です。ここに不安があるわけです。今、どこに安息があるのか、あったのか。また、不安は実は何が原因で、どこに根を下ろしているのか。これを今なぜ強調してお話しするのかというと、私たちは今までそのように思っていなかったのです。その刻印を変えるためです。私たちが考えている不安の理由、それが不安の理由ではありません。それが理由だと思っている限りは、その理由が片づけられない限りは、不安から自由にならないでしょう。もし一生、それが片付かない場合には、一生不安を抱えて生きるしかないし、片付いたとしても別の理由がまた上がってしまうので、また捕らわれるようになります。クリスチャンでも。だから、何が平安でどこに平安があるのか、何が不安なのか、不安の根っこの方にいったい何があるのかということを知らなければなりません。神様から離れたところが不安の理由です。そこに罪がありサタンの支配があるわけです。これが本当の安息をすべて失うようになり、不安に陥ってしまうようになった。一生消えない不安に捕らわれて生きるようになった本当の理由、真相です。しかし、これは分かっていません。地球上の誰も分かっていないので、皆が勘違いの中でこの不安と戦っているのです。どのような勘違いでしょうか。状況が、私が不安になるしかない状況なので不安だとかたくなに信じているのです。独裁政権だから不安だと思っているわけです。自然災害がいつ起きるか分からないから不安だと皆思っているでしょう。中々、変わりません。周りの人間が私と合わない。誰も私を助けようとする人がいない。皆が嫌われているかもしれません。それで不安だと思うでしょう。それが勘違いなのです。その勘違いの中で不安を消すために皆、必死で戦っています。そうすると泥沼にどんどんはまっていくかのような感じになるだけです。それは本当の不安の理由ではありません。そして、条件が足りないから、条件が不十分なので不安だと思います。私には他の人より才能がないから。教育のレベルが低いから。身体能力がないから。健康でないから。家庭に恵まれていないから。頭が悪いから。ブスだから。いろいろな自分の状況を取り上げて、だから、私は不安になるしかない。条件をよくするために、満たすために必死に頑張って、ある程度、それが整えられる場合もあります。皆それを成功したと思うのですが、でも、その人の心の中にある不安は消えません。一瞬なくなったかのように勘違いするだけです。

なぜなのでしょうか。それは勘違いなのです。今、このメッセージを皆さんにお話しする理由は、この勘違いのためです。この勘違いを修正しましょう。この勘違いをずっと持っているので、平安を求めて違う方向、間違っている方向にずっとさまよい続けます。そこに平安はありません。また、そういうことで人間のせいで不安になる。人間のおかげで私は平安だと、人間を中心にして考えてしまいます。それは勘違いです。だから、旦那さんに平安を求めて、奥さんに平安を求めたりするから離婚してしまうのです。お互いに平安はありません。旦那さんは創造の神様でもないし、奥さんもイエス様ではないから。安息はどこにあるのでしょうか。創造の神様、パーフェクトな神様にしかないものなのに、どこに求めているのでしょうか。私たちが、神様から離れて生きてきて、そのような勘違いが当たり前なものとして刻まれているからです。そこにあったでしょうか。そこに良いものなどあったでしょか。この勘違いを持っている限り、一生さまよい続けるしかありません。だから、失望に陥って傷が残り、それが悪循環して行くわけです。誰かが悪いからではなくて、その勘違いによって悪循環しているのです。それで皆、心から求めているのですが、一切味わえないまま不安を抱えて、余計な格闘をしながら人生を費やして生きていくわけです。その中でちょっと行き過ぎた場合、デリケートな場合は、お医者さんのお世話になるしかない場合がありますが、皆が結局、同じです。私は何も問題がない。順風満帆です。だから、私は平安だと思っている人も勘違いです。いつそれが突風になるか分からないし、まだ21歳ぐらいにしかなっていないアイドルの人に「あなたは幸せですか」と尋ね、「仕事も順調だし、健在だし」と答えたとしたら、親に問題が起きれば、その平安は一瞬で崩れるものではないでしょうか。それらを平安だと思い頼り、それらを求めて人生を生きるというのは、まるで壊れやすい薄っぺらな氷の上を歩くようなものではないでしょうか。だから、今何もないから自分では平安だと勘違いし思い込んでいる、また思い込ませているのですが、結局は消えない不安を抱えて生きるのです。正面から素直に向き合ってください。今まで何を平安だと思い、なぜ不安になると思っていたのでしょうか。それで良いのでしょうか。ですから、人間に必要な神からのプレゼントである、生きるための最高の力、武器であるまことの安らぎ、平安というものは、逆に言いますと不安に打ち勝つことができるまことの安らぎの回復の座がどこなのかということをしっかり皆さんは見つけないといけません。それは言うまでもありません。安息の主である神様と一緒になって、神様と出会うことの他には安らぎを取り戻す、回復する道はありません。それを神様は、罪を犯してしまった人間に安息の道を定めて、そのことを教えられたのです。安息日は簡単に申し上げるとキリストのお話しなのです。キリストを通して神様と出会い、まことの安らぎを取り戻すことができる。そこにのみまことの安息があります。なぜかと言いますと、キリストだけが神様と出会う道であり、この安息を奪ってしまった罪と悪魔のしわざを打ち壊して片付けられる唯一の道です。だから、安息日、そこに安息の秘密があります。他にはありません。勘違いをしないでください。状況が変われば平安になるか。それが勘違いです。一生、不安に捕らわれて生きるしかありません。安息日にあるのですが、キリストにあります。そして、そのキリストはまことの安らぎを回復するために、実際に世に来られました。イエス様がそのキリストです。それでイエス様がおっしゃいました。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとりとして父の元に来ることはありません。神様に会える唯一の道であることを示されました。だから、イエス様は大胆に迷わずにおっしゃっています。すべて疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。状況を変えようとしないで、条件を整えようとしないで、汚いもの、いっぱいあるものをきれいにしようと頑張らずに、わたしのところに来なさいよ。イエスが安息の主なのです。イエス様自ら、おっしゃいました。わたしが安息の主なのだと。安息日は、キリストのために定められた日であり、それを教えるために、イエスがそのキリストなのです。だから、まことの安息の回復、まことの安らぎの場はどこなのかと言いますと、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもとされる特権が与えられる。このキリストなる安息の主であるイエス・キリストを救い主キリストとして自分の心に信じて受け入れること、それが安息の回復です。そのときに神様と一緒になり、永遠に離れることなく、もう二度と離れないために内側に入って一つになってしまいます。それがイエス・キリストなのです。そこにのみ安息があります。　つまり、安息は、状況、条件、人によるものではなくて、キリストが安息なのです。旦那さんが優しくしてくれるから安息ではなくて、キリストこそが安息なのです。つまり、このまことの安息を回復した者は、状況がどう変わろうが、人がどう変わろうが、消えない平安と安らぎを味わう主人公になります。イエス様は安息の主。このイエス・キリストを受け入れた者は、今どんな立場の人間、どんな状況に置かれていても、その人は安息の主人公なのです。

なぜ不安なのでしょうか。不安がる理由があるからでしょうか。そこといつも戦わないといけません。お金がないから不安でしょうか。健康でないから不安なのでしょうか。将来何がどう変わるか分かりません。株価の変動が激しいから不安なのでしょうか。いつ地震が起きるか分からないから不安でしょうか。クリスチャンの私たちは、そこから自由にならないといけません。私たちが不安になるのは、キリストを忘れるからです。キリストを信じる信仰をなくしてしまうからです。つまり、皆さんが不安に襲われるときは、すぐに切り替えて考えてください。「ああ、キリストを逃したのだな。信仰から今、離れているのだね」「不安になるというのは、まことの平安を求めなさいということなのだね。まことの平安はキリストではないか。キリストを信じる信仰にあるものではないのか」とそちらの方に行きなさいというサインなのです。私たちが生きる人生というものは、普通に考えると、今までの基準から見ると、不安がるしかないことがずっと続きます。いつ突発的に現れるかもしれません。しかし、それに動じない安らぎの主人公であるのがクリスチャンです。不安に襲われるときもあるでしょう。それらを繰り返しながら、けれども、すぐにまことの平安のところに行ってください。キリストを信じる信仰の方に行ってください、それが積み重なることによって、動じないクリスチャンに変わります。どこまででしょうか。死の影の谷を歩くときでも不安になりません。刑務所の中で、いつ死刑になるから分からないときでも不安になりません。一言で、宗教裁判にかけられ、指一本で命がなくなる危機の前でも不安になりません。これぐらいの平安を私たちは味わえるものなのです。そして、平安というものは、クリスチャンだけに許されているものであって、宇宙に皆さんしか安らぎを味わえるものは存在しません。皆不安で、その不安がAの形、Bの形、Dの形に現れているだけであって、宇宙に平安はありません。キリストを持っていらっしゃる皆さんだけが平安の主人公です。だから、まことの平安が分かって、その平安を信仰によって、本当に動じないで不安に負けずに味わっていれば、伝道の門は自然に開かれます。彼らの世界にはないものが見られるわけですから。そして、それが皆さんの家庭や職場、人間関係やすべてにサミットとして成功をもたらす原動力になります。皆さんの力とは関係なく。神様と出会うイエス・キリストが安息の場であり、キリスト、イエスを受け入れた者は、これから揺るぎない救いの確信を持つ時に、これが信仰です。この平安を自分のものに味わえるようになります。皆さんに与えられた救いは、皆さんが足りなくても完璧な救いなのです。神様がなさることは、いつもパーフェクトなのです。すべてを完了したと宣言するように、皆さんは足りない者で、過ちがあったりミスがあったり不十分なところがいっぱいあるでしょうが、キリストによる救いは完璧です。何も心配しなくてもいい完全なる救いなのです。天にある霊的なすべての祝福が救いを通して与えられているのです。しかも、永遠に変わらない永遠なる救いなのです。これほど完璧なみわざがどこにあるのでしょうか。世の終わりまでいつもあなたがたとともにいると宣言していらっしゃいます。この完璧な救いの確信を持つ時に平安を味わえるようになります。死の影の谷を歩いていても。就職がいまだに決まらなくても不安になりません。平安を失わないのです。
それから、もう一つ申し上げます。救われた者は、神様が完璧に導かれます。この導きの確信を持つ時に、不安に打ち勝って平安の主人公になります。神様には、絶対目標があります。誰も止められません。その絶対目標に向かって、愚かな弱い私たちを完璧に導かれます。どれほどなのでしょうか。この導きはどれほど完璧なのか、これが分かっているものがどれほど平安なのかというと、濡れ衣を着せられたときにも、これも神の絶対目標のための導きです。迫害を受けました。この迫害も神様が予定されていた計画を実行するためのひとつのプロセスだということが分かっているので不安になりません。絶対目標のために、それに向かってつき進めていらっしゃるわけですから。結局、完璧な導きを信じるときに、私たちにはこのような告白などが体験できます。ローマ8：28にあるように、すべてのことを働かせて益となる。これが神の完璧な導きです。だから、不安になる理由などないでしょう。信じる時です。物事がうまくいくときではありません。信じる時です。キリストを信じて、救いの完璧なみわざを信じて、今も変わらずに導いていらっしゃる神様の完璧な導きを信頼するときに、皆さんの心にはだれも奪い取ることができない平安が与えられるし、そして、それこそが暗やみのサタンの力が去っていったという裏返絵師です。そういう意味で、皆さんの他には安らぎというものは誰にもありません。クリスチャンだけの特権です。キリストのないところに平安はありません。救いのないところに安らぎなどは存在しません。けれども、何も問題がなければ平安だろうと刻印されているから、底を修正してください。

結論を言いましょうか。今ずっと申し上げましたように、皆さん正直に素直になって、皆さんはどこでまことの平安と安らぎを求めていらっしゃったのでしょうか。その平安の安息のアドレスを変えてください。そこにあいません。どんなに郵便配達する人が有能な人でも番地が違うところで頑張るということは、意味がありません。アドレスを変えてください。キリストのない安息は、元々、ありません。キリストだけが安息であり、安息の場です。今まで求めていた、あるいは逆にそれが満たされなかったので傷になったり、失望していたりしていたそのすべてを下ろして、イエス様の招きの声に耳を傾けましょう。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。ないところから探し求めているから疲れるでしょう。私のところに来なさい。それから、クリスチャンであれば、この状況だから、環境がそうだから、人がこうだからというような言い訳、不信仰などをこれから捨てましょう。関係ありません。自分がキリスト、イエスを信じる信仰、救いの確信と神の導きを信じる信仰の上に立っていえば平安になれるわけです。
そして、言い訳を捨てて、信仰をもってその平安、安息を味わうところにしっかりと立っていただきたいと思います。何かを変えようとする前に。それでぜひ皆さんもダビデのように、パウロのように、波風が吹いているのに構いません。主はわたしの牧場の羊飼いです。イエスはキリストです。私は神の子どもです。イエスは安息の主です。これは誰も奪い取ることができません。だから、私は安息の主人公なのだ。サタンよ去れ。不安に負けずに、不安がらずに平安の主人公としての祝福を存分に味わうことを祈りたいと思います。
(祈り)

恵み深い天の父なる神様。神様から離れてサタンが作り上げた偽りの安らぎ、偽りの不安、その勘違いにずっと捕らわれて生きてきた私たちです。今日、みことばを通して、そのまことの安息の起源を探り、キリストこそがまことの安らぎ、安息、平安であることを確認しました。私たちは心から当たり前に求めていた、平安を求めていたそのアドレスを、皆が具体的に実際的に取り替えることができるようにしてください。そして、誰にも奪われない、状況や環境は条件や人がどうであっても奪われないまことの安らぎを自分のものにして、信仰によって存分に味わい奪われずに不安に打ち勝って人々を助けることができるところまで行けるように、神様、導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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